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             山梨県弓道連盟規約 

 

 昭和３８年１１月１０日 制定 令和 ２年  ３月２２日  改正 

 昭和５１年  ４月  １日 改正 令和 ３年  ３月２１日  改正 

 昭和５２年  ４月  １日 改正 令和 ４年  ３月２０日  改正 

 昭和５４年  ３月２５日 改正 令和 ５年  ３月１９日  改正 

 昭和５５年  ３月２３日 改正 令和 ６年 ３月１７日 改正 

 昭和５８年  ３月２７日 改正 

 昭和６２年  ３月２９日 改正 

 平成  元年  ３月２６日  改正 

 平成１５年  ３月１６日  改正 

 平成１８年  ３月１９日  改正 

 平成１９年  ３月１８日  改正 

 平成２０年  ３月２３日  改正 

 平成２１年  ３月２２日  改正 

 平成２６年  ３月１６日  改正 

 平成２７年  ３月２５日  改正 

 平成２８年  ３月１３日  改正 

                                                   

                                                   

                                                   

                                                                            
 

                        第１章  総 則 

 

（名称） 

第１条 本連盟は、山梨県弓道連盟（以下「連盟」という）と称する。 

（事務所） 

第２条 連盟の事務所は、理事長宅におく。ただし、場合により会長指定の場所におくことができる。 

（目的） 

第３条 連盟は、弓道の普及振興に努め、県民の体位の向上と人格、徳操の涵養に資すると共に会員   

相互の親睦を図り、もって社会文化の進展に寄与することを目的とする。 

（事業） 

第４条 連盟は、前条の目的を達成するため次の事業を行う。 

     （１）弓道の普及振興策の樹立と推進 

     （２）弓道の振興のための競技会、講習会、研修会等の開催 

     （３）級・段位審査会の開催 

     （４）弓道の普及のため県スポーツ協会等関係団体との連携 

     （５）関係弓道団体との連携・交流 

     （６）その他、連盟の目的達成に必要な事業 
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                        第２章 組 織 

（会員） 

第５条 連盟は、連盟の趣旨に賛同し加盟の申し込みをした者をもって組織する。 

  ２ 連盟への加入は、第６条に定める支部を経由して会費を添え申し込むものとする。 

  ３ 連盟から脱退するときは、支部を経由して申し出をするものとする。 

  ４ 連盟に、名誉会員をおくことができる。 

（支部） 

第６条 連盟は、行政・スポーツ協会との連携の必要から、市町村毎に行政単位の支部、またはこれ

に準ずる弓道団体に支部をおく。 

  ２ 県内の大学・短大・専門学校等（以下「大学等」という）に前項の支部に準ずる大学等支部   

をおく。 

  ３ 県内の高等学校・中学校に在学する者は、山梨県高等学校体育連盟弓道専門部（以下「高体   

連」という）または、山梨県小中学校体育連盟弓道専門部（以下「中体連」という）の一括

加入とする。 

  ４ 大学生等は、本人の希望により第１項の支部に所属することができる。また、高校生及び中   

学生についても特別の事情がある場合に限り、第１項の支部に所属することができる。 

（専門部） 

第７条 連盟に、専門部をおく。専門部規定は別に定める。 

（加盟団体） 

第８条 連盟は、公益財団法人 全日本弓道連盟に加入する。 

    ２ 連盟は、公益財団法人 山梨県スポーツ協会に加入する。 

 

                         第３章 役 員 

（役員） 

第９条 連盟に次の役員をおく。 

     （１）会      長      １  名 

     （２）副  会  長       若干 名 

     （３）理  事  長       １  名 

     （４）理      事      若干名 

     （５）専 門 部 長      若干名 

     （６）専門部副部長     若干名 

     （７）監      事      ２  名 

    ２ 第６条第１項の支部に支部長をおく。 

（役員の選出） 

第 10 条 会長、副会長、理事長、理事（担当専門部を含む）及び監事は、総会において選出する。    

ただし、必要に応じ会長推薦の理事をおくことができる。 

  ２ 会長推薦の理事が選出されたときは、選出後最初の評議員会に報告しなければならない。 

  ３ 専門部長は、理事が兼務する。 

  ４ 専門部副部長は、会長の推薦を受けて、理事会で選出する。 

    ５  支部長は、支部において選出する。 
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（役員の任務） 

第 11 条 役員の任務は次のとおりとする。 

  （１） 会長は、連盟を代表し、会務を統括する。 

  （２） 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代行する。 

  （３） 理事長は、会長の命により会務の執行にあたる。 

  （４） 理事は、理事会を構成し、業務の運営にあたる。 

  （５） 専門部長および専門副部長は、担当業務の執行にあたる。 

  （６） 監事は、会計の監査を行い、その結果を理事会および総会に報告する。 

  （７） 支部長は、支部を統括する。 

（役員の任期） 

第 12 条 役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

   ２ 補選された役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

   ３ 役員は、任期が満了しても、後任者が選出されるまでその職務を遂行する。 

   ４ 支部長の任期等は、支部で定める。 

（名誉会長、顧問） 

第 13 条 連盟に、名誉会長および顧問をおくことができる。 

   ２ 名誉会長および顧問は、会長が推薦し、評議員会の承認をうける。 

   ３ 名誉会長および顧問は、会議に出席して意見を述べることができる。 

 

                        第４章 会 議 

（会議） 

第 14 条 連盟は、次の会議を行う。 

     （１）総会 

     （２）評議員会 

     （３）理事会 

     （４）顧問会 

    ２ 前項の会議は、すべて構成員の過半数以上の出席をもって成立し、議決は出席構成員の過半   

数で決定する。賛否同数のときは、議長の決によるものとする。 

（総会） 

第 15 条 総会は、代議員で構成し、毎年３月に会長が招集する。 

  ２ 総会は、評議員会または会員の３分の１以上から要求があったときは、会長は早急に臨時総   

会を開かなければならない。 

（総会の審議事項） 

第 16 条 次の事項は、総会で決めなければならない。 

  （１） 規約の改廃 

  （２） 役員の選出 

  （３） 事業計画と予算および決算 

  （４） 会費の決定 

  （５） その他重要な事項 
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（代議員） 

第 17 条 代議員は、支部員を代表し、総会に出席して議案を審議し議決する。 

  ２ 代議員が出席できないときは、他の会員に委任することができる。 

（代議員の選出） 

第 18 条 代議員は、次により選出する。 

  （１） 代議員は、各支部において公正に選出しなければならない。 

  （２） 代議員は、各支部から会員１０名につき１名の割合で選出する。ただし、会員１０名      

未満の支部においては１名とする。 

  （３） 代議員選出の基礎となる会員数は、総会開催の２ヶ月前の会員数とする。ただし、支      

部所属の高校生及び中学生を除いた会員数とする。 

（評議員会） 

第 19 条 評議員会は、年２回会長が招集する。ただし、会長が必要と認めたときは、臨時に開くこ    

とができる。 

  ２ 評議員会は、次の事項を審議する。 

  （１） 総会の委任を受けた事項 

  （２） 規約に付随する要項等の細則の改廃 

  （３） 任期中途の役員の補充の承認 

  （４） 予算の補正 

  （５） 事業遂行上の必要事項 

  （６） その他会長が必要と認めた事項 

（評議員） 

第 20 条 評議員は、評議員会に出席して議案を審議し議決する。 

   ２ 評議員が出席できないときは、他の会員に委任することができる。 

（評議員の選出） 

第 21 条 評議員は、次により選出する。 

  （１） 評議員は、各支部長とする。ただし、会員３０名以上の支部は、そのほかに１名を選出         

する。 

  （２） 評議員選出の基礎となる会員数は、前年度末の会員数とする。ただし、支部所属の高校          

生および中学生を除いた会員数とする。 

（理事会） 

第 22 条 理事会は、正副会長および理事で構成し、次の事項を審議する。 

   （１） 総会及び評議員会に提出する議案の作成 

   （２） 総会及び評議員会の委任を受けた事項 

   （３） 連盟の運営および事業の遂行に関する事項 

   （４） その他会長が必要と認めた事項 

（顧問会） 

第 23 条 顧問会は、名誉会長、顧問で構成し、会長が必要と認めたときに開くことができる。 

   ２ 顧問会は、会長の諮問を受けて審議し答申する。 
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                        第５章 会  計 

第 24 条 連盟の経費は、会費、事業収入、補助金、寄付金およびその他の収入をもって充てる。 

第 25 条 会費は、総会において決定し、中途入会者以外は４月中に納入しなければならない。 

  ２ 前項の規定にかかわらず８０歳以上の者の会費は免除する。但し、（公財）全日本弓道連盟     

分担金（２千円）は納入する、 

  ３ （公財）全日本弓道連盟会員割負担金を会員１人あたり１千円納入する。 

  ４ 会長が必要と認めたときは、評議員会にはかり臨時に会費を徴収することができる。 

  ５ 納入した会費は、いかなる理由があっても返還しない。 

（会計年度） 

第 26 条 連盟の会計年度は、毎年３月１日に始まり翌年２月末日に終わる。 

（会計監査） 

第 27 条 会計監査は、監事が毎年１回以上監査し、その結果を総会において報告しなければならな    

い。 

 

                        第６章 表彰・除名 

（表彰） 

第 28 条 連盟の発展に著しく貢献した者、または名誉を高める功績があった者は、理事会で審議し    

表彰する事ができる。 

（除名） 

第 29 条 次に該当するときは、総会の決議により除名することができる。 

   （１） 連盟の名誉を傷つけ、または目的に反する行為があったとき 

 

                      第７章 雑 則 

（慶弔） 

第 30 条 慶弔については、その都度会長が定める。 

（行事への参加制限） 

第 31 条 連盟の主催する行事には、原則として会員以外の者の参加は認めない。 

  ２ 高校生および中学生は、要項で認められる場合のみ参加できる。 

（細則等） 

第 32 条 本規約の施行に関する内規等の細則は評議員会の決議により定める。 

（規約の変更） 

第 33 条 本規約は、総会の決議を得なければ変更できない。 

 

 

                        第８章 附則 

第 34 条 本規約は、昭和３８年１１月１０日より施行する。 

第 35 条 本規約は、昭和５１年  ４月  １日より施行する。 

第 36 条  本規約は、昭和５２年  ４月  １日より施行する。 

第 37 条 本規約は、昭和５４年  ３月２５日より施行する。 

第 38 条 本規約は、昭和５５年  ３月２３日より施行する。 
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第 39 条 本規約は、昭和５８年  ３月２７日より施行する。 

第 40 条  本規約は、昭和６２年  ３月２９日より施行する。 

第 41 条 本規約は、平成 元 年  ３月２６日より施行する。 

第 42 条 本規約は、平成１５年  ３月１６日より施行する。 

第 43 条 本規約は、平成１８年  ３月１９日より施行する。 

第 44 条  本規約は、平成１９年  ３月１８日より施行する。 

第 45 条 本規約は、平成２０年  ３月２３日より施行する。 

第 46 条 本規約は、平成２１年  ３月２２日より施行する。 

第 47 条 本規約は、平成２６年  ３月１６日より施行する。 

第 48 条 本規約は、平成２７年  ３月２５日より施行する。 

第 49 条  本規約は、平成２８年  ３月１３日より施行する。 

第 50 条 本規約は、令和 ２年  ３月２２日より施行する。 

第 51 条 本規約は、令和 ３年  ３月２１日より施行する。 

第 52 条 本規約は、令和 ４年  ３月２０日より施行する。 

第 53 条 本規約は、令和 ５年  ３月１９日より施行する。 

第 54 条 本規約は、令和 ６年 ３月１７日より施行する。 
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内規  第１号  山梨県弓道連盟会費に関する事項 

 

規約第２５条に定める会費の額は、段位割＋称号割の方式とする。 

 

 

 

 

 

  称号割   金  額（円）  

 

 

 

   段 位 割   金    額（円） 

  範 士   ４，０００   八段・九段   ８，０００ 

  教 士   ４，０００     七段   ７，０００ 

  錬 士   ３，０００     六段   ６，０００ 

 

 

 

 

    五段   ５，０００ 

    四段   ４，０００ 

    参段   ３，０００ 

    弐段以下   ２，０００ 

 

   ただし（１）支部所属の大学生等は、上記段位別会費とする。 

         （２）支部所属の高校生・中学生は、５００円とする。 

      （３）大学支部所属の大学生等は、５００円とする。 

         （４）４月１日現在で８０歳以上の者は、会費を免除する。 

                 但し、（公財）全日本弓道連盟 分担金（２千円）は納入する、 

      （５）（公財）全日本弓道連盟会員割負担金を会員１人あたり１千円納入する。 

 

内規  第２号 表彰等に関する要項 

 規約第 28 条に定める表彰等は、次のとおりとする。 

  １  県単位以上の被表彰者については、理事会で候補者を検討し、当該者の所属支部長の意向を 

聴取した上で、理事会で決定し、総会で表彰する。 

 ２ 次の場合は、毎年初射会に並行して祝賀射会を催し祝意を表するとともに、記念品を贈り  

併せて会員に広く周知披露する。 

  （１）叙勲を受けたとき 

  （２）称号を拝受したとき 

  （３）六段以上に昇段したとき 

  （４）国、県またはこれに準ずる団体から、弓道に関する表彰を受けたとき 

 ３ 次の場合は、総会において表彰状を贈る。 

（１） 国民体育大会及び（公益財団法人）全日本弓道連盟等が主催する次の全国規模の競技会      

において入賞したとき。 

    ・全日本弓道大会（京都） 

    ・全国大学弓道選抜大会 

    ・全国高等学校総合体育大会弓道大会（インタ―ハイ） 

    ・全日本教職員弓道選手権大会 
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    ・全日本男子弓道選手権大会 

    ・全日本女子弓道選手権大会 

    ・全国健康福祉祭弓道交流大会 

    ・全日本弓道遠的選手権大会 

    ・明治神宮奉納全国弓道大会 

    ・全日本勤労者弓道選手権大会 

    ・全国高等学校弓道選抜大会 

    ・全日本少年武道錬成大会 

    ・全国中学生弓道大会 

    ・全国弓道遠的大会（新成人記念大会） 

    ・全日本女子弓道大会（東日本の部） 

        ・その他  世界規模の大会 

  （２） 中学生・高校生が顕著な成績を挙げたとき 

    ・「功労賞」 各学校につき１名 

    ・「優秀選手賞」 関東規模以上の大会で入賞した者 

    ・「優秀選手賞」 審査において参段を取得した者 

    ・「優秀選手賞」 国民体育大会関東ブロック大会に参加した者 

 ４ 次の場合は、総会または評議員会において感謝状を贈る。 

  （１） 名誉会長、顧問、会長、副会長、理事長を退任したとき 

  （２） 名誉会員になったとき 

  （３） 規約第９条の役員に、通算６年以上在任した者。 

            ただし、贈呈は１回とする。 

  （４） 国民体育大会に、監督または選手として通算５回以上参加した者 

            ただし、贈呈は通算５回毎に行う。 

 ５ 本要項の適用または起算年は平成１年度とする。 

 ６ 支部長および各専門部長等は、本要項に該当する者の情報を入手した場合は、速やかに理事長  

に通報するものとする。 

 

 

内規  第３号 慶弔に関する要項 

規約第 30 条に定める慶弔は、次のとおりとする。 

 １ 次の場合は、その都度弔意を表すか見舞いをする。 

  （１） 会員が死亡したとき 

  （２） その他、不慮の災害等については、理事会で協議の上執行する。 

 ２ 支部長は、本要項に該当する者の情報を入手した場合は、速やかに理事長に通報するものと  

する。 
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内規  第４号 役員及び名誉会員の選出に関する要項 

規約第 10 条に定める役員の選出は、次のとおりとする。 

 １ 役員選考委員が役員候補者を選考して総会に提案し決定する。 

 ２ 役員選考委員は、会長が指名し評議員会において決定する。 

 ３ 役員選考委員は、若干名とし委員会を構成する。 

 ４ 支部長は、支部委員の意向を受けて、役員候補者を役員選考委員会に推薦することができる。 

 ５ 役員選考委員会は、支部長推薦の候補者を含め役員候補者を選考し、その経過を理事会、評議  

員会に報告しなければならない。 

 ６ 役員候補者選考の留意事項。 

  （１） 副会長のうち１名は、高体連から選出することを考慮する 

  （２） 理事は、連盟運営の必要性に地域性を考慮して選考する。 

            地域は、峡中、峡北・峡西、峡南、峡東、郡内の５ブロックとする。 

  （３） 理事は、連盟運営に支障のない限り最小限の数とする。 

 

規約第 13 条に定める名誉会長、顧問の選出は、次のとおりとする。 

 １ 名誉会長は、会長経験者もしくは連盟発展に尽力した功績が顕著で人格識見共に名誉会長と  

して相応しい者。 

 ２ 顧問は、会長または副会長経験者もしくは連盟発展に尽力した功績者で弓道に関する造詣が  

深く加えて人格識見共に顧問として相応しい者。 

 

規約第５条に定める名誉会員の選出は、次のとおりとする。 

 １ ８０歳以上の連盟会員であって、弓道に関する造詣が深く加えて人格識見共に他の範たる者で  

支部長から推薦された者。 

 

内規  第５号 連盟主催行事への参加制限 

規約第 31 条に定める連盟主催行事への参加制限は、次のとおりとする。 

 １ 連盟が主催する行事については、原則として連盟会員以外の者は参加できない。 

      ただし、連盟の主管事業については、それぞれの要項による。 

 ２ 支部所属の大学生等は、一般会員と同様とする。 

      ただし、県体育祭については、大会要項による。 

 ３ 大学等支部所属の大学生等は、一般会員と同様とする。 

      ただし、講習会の参加料は、一般会員と同様とする。 

 ４ 支部所属の高校生、中学生は次のとおりとする。 

  （１） 支部長の責任の元、保護者、指導者が引率する場合、連盟行事への参加を認める。 

  （２） 審査受審の場合は、支部長を経由することとする。 

 ５ 高体連および中体連所属の高校生および中学生については、高体連および中体連と協議して  

決定する。 
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内規  第６号 旅費等に関する要項 

  本連盟が主催もしくは主管する行事（大会、審査、講習会等）のうち、県内において開催される行

事に参加する役員等には、以下の基準により旅費等を支給する。 

 １ 支給対象となる役員等 

  （１） 大会等の競技役員、並びに審査・講習会の運営役員 

  （２） 審査の審査員 

  （３） 講習会の講師 

  （４） 選手強化部の部長および各種別の監督 

  （５） その他、会長が必要と認めた者 

 ２ 旅費の支給額 

  （１） 行事が開催される市町村に居住する者 ……… １，０００ 円 

            他（笛吹市、中央市、昭和町） 

  （２） 郡内・南部町・県外に居住する者    ……… ２，０００ 円 

  （３） 上記以外の県内に居住する者     ……… １，５００ 円 

  （４） 県内の審査員および講師は称号・段位に関わらず一律１日２０００円を上記（１）～ 

     （３）に加える。 

  （５） 選手強化部の部長および各種別の監督については上記２―（１）～（３）の適用対象外     

とし、代わりに原則として一人当たり年間１０，０００円を支給する。 

  （６） 県内外から派遣・招聘される審査員・講師については、その都度会長と事務局において     

決定する。 

 ３ その他 

  （１） 審査の認許状筆耕者については、当該筆耕者と協議し、筆耕料を支払う。 

  



-11- 

 

 山梨県弓道連盟 専門部に関する規程 

 

 １ 組織 山梨県弓道連盟規約第７条による専門部として総務部、指導部、審査部、競技部、選手     

強化部および女子部（平成２５年４月１日から休部）の６部をおく。 

 ２ 役員 各部に部長１名、副部長１名、事務局員若干名、委員若干名をおく。 

 ３ 任務 部長は部を代表し、その任務の遂行について責任を負い、副部長は部長を補佐する。 

      事務局員、委員は部のそれぞれの任務を分担し、任務を遂行する。 

 

総務部 総務部は次の各号に関する会務を処理する。 

 １ 諸会議の準備、その議事録の整理保存 

 ２ 式典、行事等の準備執行 

 ３ 県内外文書の発送、受付、その他整理保存 

 ４ 会計事務、事業遂行に必要な財源および資金調達の立案と運用 

 ５ 財産および物品の管理 

 ６ 会報の発行 

 ７ 本連盟以外が主催する審査事務および称号・段位の推薦事務 

 ８ 関係他団体との渉外連絡事項 

 ９ その他、他部に属さない事項 

 

指導部…指導部は次の各号に関する会務を処理する。 

 １ 講習会の開催計画の作成および実施に関すること 

 ２ その他、指導普及に関すること 

 

審査部…審査部は次の各号に関する会務を処理する。 

 １ 審査会の運営に関すること 

 ２ その他、審査に関すること 

 

競技部…競技部は次の各号に関する会務を処理する。 

 １ 競技日程の編成、実施要項の作成 

 ２ 競技会の運営に関すること 

 ３ その他、競技に関すること 

 

選手強化部…選手強化部は次の各号に関する会務を処理する。 

 １ 国体選手強化計画の作成と実施に関すること 

 ２ その他、強化計画の作成と実施に関すること 
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                         審査規定 

 

（趣旨） 

第１条 この規定は、寄付行為第３１条に定める加盟団体（以下「地連」という）の会員（以下「会   

員」という）に対する称号の授与及び段級の認許ならびにこれらの公正な審査に関し必要な事項を定

めるものとする。 

 

                            第１章   称 号 

（称号の授与） 

第２条 称号は、研鑽錬磨の実力を備え、且つ功績顕著な会員に対し査定の上授与し、もってその    

名誉を表彰するものとする。 

 

（称号の階程） 

第３条 称号は、範士・教士・錬士の３階程とする。 

 

（称号を受ける資格） 

第４条 称号を受ける者は、次に掲げる資格を具備しなければならない。 

  範士  一  徳操高潔、技能円熟、識見高邁にして特に斯界の範たること。 

        二  教士の称号を有すること。 

  教士  一  人格、技能、識見、共に備わり、弓道指導に必要な学識、教養及び実力を有し、且つ       

功績顕著なること。 

        二  錬士の称号を有すること。 

  錬士  一  志操堅実にして弓道指導の実力を有し、且つ精錬の功績顕著なること。 

        二  五段以上の段位を有すること。 

 

                            第２章   段 級 

（段級の認許） 

第５条 段級は、審査により弓道修練者に認許し、その研鑽錬磨の実力を評価し、もって斯道の奨励   

振興に資するものとする。 

 

（段級の階位） 

第６条 級位は、五級より一級に至る５段階、段位は、初段より十段に至る１０段階とする。 

 

（段・級位の資格基準） 

第７条 段・級位を受ける資格の基準は、次に掲げるとおりとする。 

    五級   弓道修練の初歩的階層にある者。 

    四級   秩序のある指導を受けており、弓矢の扱い方に進歩があると認められる者。 

    三級   射の基本動作及び弓矢の扱い方が整い秩序のある指導の下に修練を経たと認められる者。       

    二級   修練の程度が三級に比して進歩していると認められる者。 

    一級   射の体型（射型）及び体配が概ね適正であると認められる者。 
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    初段  射型・体配及び射の運行共に型にかない、矢所の乱れぬ程度に達した者。 

    弐段  射型・体配共に整い、射術の運用に気力充実し、矢所の乱れぬ者。 

    参段  射型定まり、体配落着き、気息整い、射術の運用が法に従い、矢飛び直く的中やや確実    

な者。 

    四段  前項の要素に加え気息正しく、離れ鋭く、的中確実の域に達した者。 

    五段  射型・射術・体配共に法に適って射品現れ、精励の功特に認められる者。 

    六段  技術優秀にして精錬の功更に顕著な者。 

    七段  射型・射術・体配自ら備わり、射品高く、練達の域に達した者。 

    八段  技能円熟・射品高雅、射芸の妙を体得した者。 

    九段  弓道の真体に達した者。 

    十段  

                    審査料・登録料 

                                            公益財団法人   全日本弓道連盟 

                                           施      行   平成２６年４月１日 

 段級・称号     審 査 料    登 録 料 推薦による登録料    地連協力金 

  級 位     １，０３０    １，０３０       ―  

  初 段     ２，０５０    ３，１００    ２０，５００       ５１０ 

  弐 段     ３，１００    ４，１００    ２０，５００     １，０３０ 

  参 段     ４，１００    ５，１００    ２０，５００     ２，０６０ 

  四 段     ５，１００    ６，２００    ２０，５００     ３，０９０ 

  五 段     ６，２００  １０，３００    ６２，０００     ５，１５０ 

  六 段     ７，２００  ３０，９００  １０３，０００   １０，３００ 

  七 段     ８，２００  ５１，０００  １５５，０００   ２０，６００ 

  八 段   １０，３００  ７２，０００  １８５，０００   ３０，９００ 

  九 段       ―      ―        ２６０，０００   ５１，５００ 

  十  段      ―     ―              ―       ― 

  錬 士    ６，２００   ４１，０００  １０３，０００   １５，４５０ 

  教 士     ９，３００   ６２、０００  １８５，０００   ２０，６００ 

  範 士       ―      ―        ２６０，０００   ５１，５００ 

（注）１ 審査料は審査をつかさどる団体の収入とし、地連協力金は本連盟の収入とする。 

   ２ 級位の登録料は地連の収入とする。 

   ３ 追授する場合は登録料・地連協力金を免除する。 

   ４  証書の再交付料は、段位１、０３０円、称号２，０５０円（荷造料含む） 

 

  ※ 査定（審査料１，０３０円）受審で初段（審査料２，０５０円）に昇段した場合、初段審査料  

不足分１，０２０円と登録料３，１００円・地連協力金５１０円を徴集する。 
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                      山梨県弓道連盟役員                令和 7年４月１日 

 名  誉  会  長        天野 裕     

 顧        問       秋山 照美                

 顧        問       古屋 俊彦                

 顧        問       上野 捷利                

 会          長       菊地 敏彦          

 副    会    長       深澤 武重 森岡 博文 芦澤 茂幸 中沢 友二（高・小中体連）               

 理    事    長       綿奈部博史            

 理事・総務部長        佐野 弥生            

 理事・指導部長        山下 弘行           

 理事・審査部長        標  輝人    

 理事・競技部長        梶原 久美子   

 理事・選手強化部長    中村 昌夫 

 監         事       標 衣枝   古屋 浩元 

 

専門部副部長     （専門部役員欄に記載） 

 

支部長（甲府）     豊田 浩正             支部長（中央）     平出 恭代  

支部長（甲斐）     柳本  武彦             支部長（北杜）     内藤 一貴 

支部長（韮崎）     久保田 誠              支部長（南ｱﾙﾌﾟｽ）  大和田輝哉 

支部長（富士川）   依田 保             支部長（身延）     二宮 英夫 

支部長（南部）     佐野 辰巳             支部長（市川三郷） 伊藤  弘       

支部長（笛吹）     標  哲也            支部長（山梨）     野沢 英里         

支部長（甲州）     野口 努              支部長（大月）     神田 英彦 

支部長（上野原）   黒田ゆり枝             支部長（都留）     石倉 今光 

支部長（富士吉田） 鍵和田哲史           支部長（教職員）   松田 頼樹 

１８支部 

  ブロック名    支 部 名    ブロック名    支 部 名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 峡中ブロック 

 

１ 甲府支部 

２ 中央支部 

 

 峡東ブロック 

 

11  笛吹支部 

12  山梨支部 

13  甲州支部   

 峡北・峡西 

      ブロック 

 

３ 甲斐支部 

４ 北杜支部 

５ 韮崎支部 

６ 南アルプス支部 

 

 郡内 ブロック 

 

 

14  大月支部 

15  上野原支部 

16  都留支部 

17  富士吉田支部  

 峡南ブロック 

 

 

７ 富士川支部 

８ 身延支部  教職員ブロック 18  教職員支部 

９ 南部支部 

10 市川三郷支部 
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                         専 門 部 役 員              令和 7 年 4月 1日現在 

総務部 

 部  長     佐野弥生 

 副部長     酒井紀夫 

 委  員     大村剛司 関 浩道 標 直子 矢崎貴恵  黒田ゆり枝 

野口努 綿奈部博史（広報） 中村昌夫（広報） 

指導部 

 部  長 山下弘行 

 副部長 古屋直子 

 事務局 上條剛央 

 委 員 標 哲也  渡辺元樹 菊嶋喜代子 小松ゆかり 赤澤英里 

 

審査部 

 部  長 標 輝人 

 副部長 小岱良子 

 事務局 古屋清記 

 委 員 長澤和久 進藤 高 小澤朋子 平出恭代 山本貴幸 

  青木美穂  河野いち子 内藤良太 高橋彼方 岡本美鈴 

  秋山史帆 秋山杏里 

 

競技部 

 部  長 梶原久美子 

 副部長 渡辺 洋 

 事務局 久保田辰司 

 委 員 渡辺純子 根津里美 渡邉裕介 深澤小夜 山本一博  野沢英里 

  立和田学 村松真弓 新田桂子  伊藤大智 保坂友美 山口巳和子 

  高橋鈴代 和田陽華 浅沼宗太 辻 省吾 

  各支部長 

 

選手強化部 

 部   長 中村昌夫 

 事務局 中沢友二 

 成年プレイングスタッフ  長澤和久  岡本美鈴   

       少年強化部長   山本一博     

       少年男子監督    山本一博      少年女子監督     中沢友二 

 

 

 


